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人工衛星Geotailによる磁気リコネクションの観測
Geotail observation of magnetic reconnection
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人工衛星 Geotailは、磁気圏で起きている磁気リコネクションを観測することを主目的として、1992年 7月 14日に打
ち上げられた。現在までに、磁気リコネクションの主要な物理過程を明らかにしてきた。特に、磁気リコネクション領
域では、イオンと電子が別々になって運動していることを、観測的に証明してきた。電子は、磁気拡散領域に対応する
中心部の狭い領域で強い電流層を形成し、そこから高速のジェットを形成している。この電子高速のジェットは、すぐ
に減速して、その後徐々に減速して、イオンとともに運動する MHD 状態になる。この電子とイオンが別々になって運
動している領域は、差し渡し 10倍のイオンの慣性長程度となっている。イオンは、速度的には、電子より圧倒的に遅い
が、磁気拡散領域周辺でかなり加速され、一定速度を保ったまま MHD 状態となっている。このように、いままで考え
られてきた描像とは異なる新たな磁気リコネクションの物理過程を提示している。
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